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インターバンクの声 （2016年 3 月 15 日） 
 

週明けの海外市場は、日銀の金融政策決定会合と米連邦準備制度理事会（FRB）

の連邦公開市場委員会（FOMC）を控え、ドル円が１１３円５０銭から９０銭

の狭いレンジ内取引に留まり、ユーロも１．１０ドル台後半から１．１１ド

ル台前半のレンジ内での取引が続いた。米主要経済指標の発表もなく、原油

先物価格も上昇が止まったものの大幅反落しているわけでもなく、ニューヨ

ーク株式市場もダウ、S&P５００、ナスダックも終値ベースで前週末比とほと

んど変わらずだった。市場レポートの中には、先週の欧州中央銀行（ECB）の

ドラギ総裁発言後に買われたユーロに利益確定の売りが広がったとの記事も

見受けられるが、昨夜の動きだけを見れば５０ポイント程度の下落に過ぎな

い。一部には日銀の追加緩和への期待もあるが、政策変更なしとの見方が大

勢で、FOMC についても経済情勢に対する認識の修正がどの程度になるのかが

中心だ。少し長い時間で区切れば、日本時間の木曜日未明、イエレン議長の

会見まで相場に大きな変化はないかも知れないが、取り敢えず今日に関して

も市場が動き出すのは昼過ぎの日銀会合の結果が出てからになりそうだ。 
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